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地
域
全
体
で
学
校
教
育
を
支
援
し
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
力
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
連
帯
感

の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
市
内
各

小
中
学
校
で
、
総
合
的
な
学
習
の

補
助
や
、
環
境
整
備
の
支
援
、
登

下
校
の
安
全
指
導
な
ど
の
支
援
を

し
て
い
た
だ
く
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。 

◎
条
件 

・
無
償 

・
原
則
と
し
て
居
住
地
の
学
校
の

支
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

・
特
技
を
お
持
ち
の
方
は
そ
の
分

野
で
の
支
援
も
お
願
い
し
ま
す
。 

◎
応
募
方
法
　
社
会
教
育
課
ま
た

は
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
学
校

で
申
込
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
活
動
日
時
　
学
校
か
ら
の
要
請

に
応
じ
て
登
録
い
た
だ
い
た
方

と
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

◎
受
付
期
間
　
随
時 

◎
問
い
合
わ
せ
先 

▼
社
会
教
育
課（
1

７２
・
６
４
９
４
） 

　
平
成
２１
年
４
月
１
日
か
ら
「
教

員
免
許
更
新
制
」
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
制
度
は
、
教
員
と
し
て
必

要
な
資
質
能
力
が
保
持
さ
れ
る
よ
う
、

定
期
的
に
最
新
の
知
識
技
術
を
身

に
付
け
る
こ
と
で
、
教
員
が
自
信

と
誇
り
を
持
っ
て
教
壇
に
立
ち
、

社
会
の
尊
厳
と
信
頼
を
得
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
す
。 

○
平
成
２１
年
３
月
３１
日
ま
で
に
授

与
さ
れ
た
教
員
免
許
状（
旧
免
許
状
）

を
所
持
し
て
い
る
方
は
、
原
則
と

し
て
、
満
３５
歳
・
満
４５
歳
・
満
５５

歳
に
な
る
年
に
免
許
状
更
新
講
習

を
受
講
し
な
け
れ
ば
免
許
状
が
失

効
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

○
現
在
教
員
免
許
を
持
っ
て
い
る
が
、

教
職
に
就
か
れ
て
い
な
い
方
は
、

免
許
状
更
新
講
習
を
受
講
し
な
く

て
も
免
許
状
は
失
効
し
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
教
職
に
就
か
れ
る
際
に

は
更
新
講
習
を
受
講
し
て
県
教
育

委
員
会
に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。 

 

　
詳
し
い
こ
と
は
、
兵
庫
県
教
育

委
員
会
事
務
局
教
職
員
課
免
許
係

ま
た
は
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 
▼
○新
学
校
教
育
課
（
1

７２
・
６
４

９
３
） 

　
負
担
限
度
額
認
定
等
の
減
額
に

係
る
有
効
期
間
が
６
月
３０
日
c
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
認
定
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、
６
月
上
旬
に
更
新
の
お
知

ら
せ
及
び
申
請
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
必
ず
６
月
中
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
負
担
限
度
額
の
認
定
は
、
世
帯

要
件
や
平
成
２０
年
中
の
所
得
を
基

に
判
定
し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告

等
の
結
果
に
よ
り
、
現
在
認
定
を

受
け
て
い
る
方
で
も
、
却
下
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
申
請
に
よ
り
減
額
の
対

象
と
な
る
方
及
び
負
担
金
額
は
、

下
記
の
と
お
り
で
す
。 

　
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
等
利
用

者
負
担
軽
減
認
定
を
受
け
て
い
る

方
に
も
、
同
様
に
６
月
上
旬
に
更

新
の
お
知
ら
せ
及
び
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
。 

　
申
請
い
た
だ
い
た
結
果
は
、
７

月
上
旬
に
送
付
予
定
で
す
。 

※
（
　
）
の
金
額
は
、
対
象
の
方

が
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
ま

た
は
短
期
入
所
生
活
介
護
を
利
用

し
た
場
合
の
額
で
す
。 

▼
高
年
福
祉
課
（
1
６４
・
３
１
５
５
）

○新
市
民
福
祉
課
（
1

７５
・
０
２
５

３
）
○揖
市
民
福
祉
課
（
1

７２
・
２

５
２
３
）
○御
市
民
福
祉
課
（
1

３

２
２
・
１
４
５
１
） 

　
６
月
か
ら
龍
野
東
・
龍
野
西
及

び
揖
保
川
中
学
校
で
給
食
（
デ
リ

バ
リ
ー
方
式
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
心
身
と
も
に
著
し
い
成
長
期
に

あ
る
中
学
生
に
と
っ
て
は
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
豊
か
な
食
事

が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。 

　
国
が
定
め
る
栄
養
摂
取
基
準
に

基
づ
き
、
市
が
献
立
を
作
成
し
、

市
が
委
託
し
た
民
間
業
者
が
自
社

の
調
理
場
で
給
食
を
調
理
し
学
校

へ
配
送
し
ま
す
。
安
全
安
心
で
、

お
い
し
い
給
食
を
提
供
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
方
法
】 

　
一
カ
月
単
位
で
の
申
し
込
み
と

な
り
ま
す
。
各
学
期
が
始
ま
る
前

に
学
校
へ
申
込
書
（
学
校
を
通
じ

て
配
布
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
各
月
の
前
月
の
初
め
に

追
加
申
込
み
も
可
能
で
す
。 

【
給
食
費
】 

　
一
食
当
た
り
２
８
０
円
で
す
。 

　
学
校
で
定
め
ら
れ
た
１
カ
月
の

食
数
分
を
、
口
座
振
替
で
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
先 

▼
教
育
総
務
課（
1

７２
・
６
４
９
１
） 

必
ず
提
出
を
！ 

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
等
の
更
新
に
つ
い
て 

学
校
支
援 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を 

募
集
し
ま
す 

教
員
免
許
更
新
制 

　
　
　
に
つ
い
て 

３
中
学
校
で 

給
食
を
実
施 

対象者 
居住費（日額） 

生活保護受給者 

老齢福祉年金 
受給者 

合計所得金額と課税年金収入額 
の合計が８０万円以下の方 
合計所得金額と課税年金収入額 
の合計が８０万円を超える方 

食費 
（日額） 

３００円 

３００円 

３９０円 

６５０円 

従来型 
個室 
４９０円 
（３２０円） 
４９０円 
（３２０円） 
４９０円 
（４２０円） 
１，３１０円 
（８２０円） 

多床室 

０円 

０円 

３２０円 

３２０円 

ユニット型 
個室 

８２０円 

８２０円 

８２０円 

１，６４０円 

ユニット型 
準個室 

４９０円 

４９０円 

４９０円 

１，３１０円 

世帯全員 
が市民税 
非課税で 
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◎
６
月
の
特
別
展 

　
ロ
ボ
ッ
ト
・
か
ら
く
り 

◎
６
月
の
ミ
ニ
工
作 

バ
ラ
ン
ス
ト
ン
ボ 

●
土
・
日
曜
の
み 

●
時
間
　
１１
時
〜
１１
時
３０
分 

　
　
　
　
１４
時
〜
１４
時
３０
分 

◎
６
月
の
も
の
づ
く
り
教
室 

「
エ
コ
段
ボ
ー
ル
編
み
笠
」 

段
ボ
ー
ル
で
編
み
笠
を
作
り
ま
す
。 

●
日
時
６
月
２７
日
g
１０
時
〜
１２
時 

●
対
象
　
小
学
生 

●
募
集
人
数
１０
組（
保
護
者
同
伴
） 

●
費
用
５０
円 

●
申
込
方
法
６
月
２０
日
g 

　
９
時
か
ら
電
話
で
先
着
順 

◎
常
設
コ
ー
ナ
ー 

　
鉄
道
模
型
の
列
車
自
動
運
転
シ

ス
テ
ム 

◎
７
月
２２
日
　
日
食
観
測
会
（
計

画
中
） 

▼
こ
ど
も
サ
イ
エ
ン
ス
ひ
ろ
ば
（
1

６４
・
２
２
２
９
） 

「
こ
ど
も
サ
イ
エ
ン
ス 

ひ
ろ
ば
」
か
ら
の
お
知
ら
せ 

市 職員を募集します  市職員を募集します  市職員を募集します  
市では、個性あるまちづくりと地域福祉の充実に向けて情熱を持った人を募集します。 

※申込手続（提出書類）など、詳しくは総務課人事給与係まで（1６４・３１４２） 

○採用職種、募集人数等 

職
種 

事
　
務
　
職 

幼
稚
園
教
諭 
消
防
士 

募集人数 受　験　資　格 受付期間 第１次試験 

４人程度 

２人程度 

２人程度 

次の①又は②に該当する人 
①昭和５６年４月２日以降に生まれ、学校
教育法による４年制大学を卒業した人又
は平成２２年３月末までに卒業見込みの人 
②身体障害者手帳の交付を受け、次のす
べての要件を満たす人 
・昭和５４年４月２日以降に生まれ、学校
教育法による４年制大学を卒業した人又
は平成２２年３月末までに卒業見込みの人 
・自力による通勤ができ、介護人なしに
事務職として職務が遂行できる人 
・活字印刷文による出題に対応できる人 

◎とき 
　７月２６日a 
　７月２７日b 
◎ところ 
・事務職 
　はつらつセンター 
　多目的ホールほか 
・幼稚園教諭 
　分庁舎ホールほか 
◎試験科目 
　教養試験、専門試験、 
　論文試験、集団面接 
 
※第１次試験合格者は、
後日、第２次試験を行な
います。 

◎とき 
　９月２０日a 
　９月２２日c 
◎ところ 
　分庁舎ホールほか 
◎試験科目 
　教養試験、論文試験、 
　集団面接、体力検査 
 
※第１次試験合格者は、後日、
第２次試験を行ないます。 

昭和５９年４月２日以降に生まれ、幼稚園
教諭免許及び保育士資格を併せて有する
人又は平成２２年３月末までに両資格を取
得見込みの人 

昭和５９年４月２日以降に生まれ、高等学
校以上を卒業（大学入学資格検定合格者
を含む。）した人又は平成２２年３月末ま
でに卒業見込みの人で、次のすべての要
件を満たす人 
①両眼視力１.０以上（矯正視力を含む。た
だし、裸眼で０.３以上） 
②色覚、聴力、発声言語及び運動機能に
支障がないこと。 

６月１５日b 
 
 

６月２６日f

〜 

８月１７日b 
 
 

８月２８日f

〜 




